
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外は国により法律や損害賠償のルールが違います。 

（補償範囲、補償金額、高額な訴訟費用、懲罰賠償への対応等） 

特に訴訟は提訴された国の法律と裁判所で行われる為、それらに対応できる保険商

品とその設定が必要となります。 

海外を含む製品・サービスの補償範囲とポイント 

①通常の海外ＰＬ保険の補償範囲 

②必要な海外賠償保険の補償範囲 

◆海外賠償保険のポイント 

補償範囲（通常） 

補償範囲 

Ａ国に現地子会社があると想定しています。 

一版的な海外ＰＬ保険の補償範囲は①のようになり、基本的に日本から輸出した製

品に対する補償となります。Ａ国の現地子会社が現地や他国から仕入れたり、現地

で製造した製品を販売したり、現地でメンテナンス等をする場合は、業務に見合う

補償範囲にする必要があります。 

◆海外賠償保険の補償範囲 
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